
 
 
 
 
 
 
 

花壇や玄関のパンジーがあざやかに花を咲かせています。春

の訪れが日に日に感じられるようになってきました。 

「二月は逃げる」と言いますが、あっという間に２月が終わりま

した。いよいよ今年度の最後の月、３月です。６年生は小学校生

活の総まとめ、１年生から５年生までは各学年のまとめをして、

中学校生活や次の学年への希望をもって３学期を締めくくるこ

とができるように支援していきたいと思っています。今月も本校

の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

  令和７年度最後の第３回学校運営協議会を行いました。

本校では、２０１９年（令和元年度）から学校運営協議会

がスタートしています。「地域とともにある学校づくり」をめ

ざして、学校と地域がよきパートナーとしてつながり、協働

して子どもたちを育てていくというものです。参加者は、地

域住民代表、保護者代表の方と学校代表です。 

協議会では、本年度の学校の教育活動の取組状況や

学校評価アンケートの結果を報告したり、今年度の反省や

来年度に向けての課題などについて話し合ったりしました。 

 学校評価では、児童・保護者ともに、多くの項目で８０ポイント以上という高い評価となり、うれしい結果と

なりました。学校の取組を理解してくださり、子どもたちを温かく見守ったり励ましたりしてくださった保護者

の皆様、地域の皆様のご協力に、心より感謝申し上げます。 

 

      ※第 3回学校運営協議会での説明資料より抜粋 

南風にのって 
倉敷市立倉敷南小学校 

学校だより 第１０号 

令和８年３月３日 

第３回 学校運営協議会                ２月１２日 

学校評価アンケートの結果から ご協力ありがとうございました。 



 

 

日頃からお世話になっている地域の方をお招きして「ふ

れあいの会」を行いました。登下校の見守りや学習支援、環

境整備などたくさんのご支援をいただき、本年度参加してく

ださったボランティアの延べ人数は４４００人以上でした。 

当日は学校支援ボランティアの方が５０名以上も参加し

てくださいました。子どもたちからは、お世話になった地域の

皆様にお礼の言葉を述べるとともに、手紙や歌で「ありがと

う」の気持ちを伝えました。 

地域の方からは、「今後も子どもたちとのふれあいを深め

ていきたい」と励ましていただき

ました。子どもたちに対しては、今回のような会をもつことも意味があることで

すが、日々のあいさつなどを通して、感謝の気持ちを示すことが大切であると

いう話をしました。お互いを思いやる温かいあいさつの輪が、この倉敷南小学

校区に広がっていくといいなと思っています。 

 

 

 

２月１７日は、今年度最後の参観日

でした。子どもたちは１年間いろいろ

なことに挑戦し、頑張ってきた成果を

見てもらいたいと、一生懸命に取り組

んでいました。保護者の皆様方には、

短い時間でしたが、子どもたちの成

長している姿をご覧いただけたもの

と思います。子どもたちの成長したと

ころをしっかりほめていただき、新し

い学年や新しい学校への進級・進学

に向けて意欲をもたせていただけれ

ば幸いです。寒い中ありがとうござい

ました。 

 

 

  学校で学んだ内容を定着させるためには、家庭で

の学習が不可欠です。音読やプリント、漢字、計算、

端末を使った課題など、学年や学習内容に応じて宿

題が出されています。宿題を毎日きちんとすることで、

学校での学習が確実に身に付きます。また、宿題を

すませたら自主学習をして、ある程度のまとまった時

間家庭学習をするようにも指導しています。自主学習

の紹介コーナーには、１年生から６年生までの素晴ら

しい事例が掲示されていて、いつも感心して見ています。頑張ったことは必ず自分のためになるので、こつこつ

努力することができる倉敷南っ子であってほしいと願っています。保護者の皆様には家庭での子どもたちへの

励まし、ご協力をいただき、ありがとうございました。 

ふれあいの会                         ２月１２日 

最後の参観日                        ２月１７日 

家庭学習の励まし、ご協力  ありがとうございました 

＜３年生＞ 
総合的な学習「倉敷市を紹介し
よう」 
自分の調べたいことを決めて、
長い時間をかけて学習してきた
ことをまとめて発表しました。
クイズをしているグループもあ
りました。 

＜４年生＞ 
総合的な学習「十進式」 
１０歳を迎えた４年生は、十進
式を行いました。学校のこと、
将来の夢、楽しかったこと、お
うちの方への思いなど、一人一
人発表しました。 


